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抄  録 本研究では，コロナ禍の女子大学生を対象として実施した新体力テストの結果について，運
動習慣との関連を明らかにすることを目的とする。2021 年 8 月現在，新型コロナウイルス感染症が世界
中で猛威を振るい，外出自粛要請などによって人々の生活環境は一変した。コロナ下で身体活動量の低下
や運動不足が報告されており，その影響は新体力テストの結果にも表れるのではないかと考える。今年度
の授業を履修した学生を対象とし，新体力テストおよびアンケート調査を行った。その結果，握力以外の
４項目において，コロナ下で運動習慣のある群が運動習慣のない群と比較して有意に高い結果となった。
握力も，運動習慣のある群の方が運動習慣のない群に比べて高い結果となった。さらに，アンケート調査
では，コロナ下に運動不足を感じている学生の割合が 60％以上を占め，新体力テストの結果はコロナ禍
の影響で全体的に低下したものと示唆された。 
  キーワード：新体力テスト，コロナ禍，女子大学生，運動習慣，運動不足 
  
Abstract In this study, we investigated the possible impact of exercise habits under the coronavirus disease 
(COVID-19) pandemic on the physical fitness of female university students. A new physical fitness test (New 
PFT) created by the Japanese Ministry of Education, Culture, Sports, Science, and Technology was conducted 
and the results were compared with those on exercise habits of the participants obtained through an internet-
based survey. In the results, 40% of the total was the “Current exercise habits group (CE)”, while 27% was “Non 
- Current exercise habits group (Non-CE)”. The results, except for those of the grip strength test, were 
significantly higher in CE than Non-CE group. From the results of the survey in which more than 60% of the 
participants reported a perceived decrease in physical activity, the overall decrease in the results of the New PFT 
might be attributable to the COVID-19 pandemic. 
  Keywords: new physical fitness test, COVID-19, female university students, exercise habits,  

lack of exercise 
  
  

【はじめに】 

2021 年 8 月現在，新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）が世界中で猛威を振るっている。感

染拡大を防ぐための策として都市封鎖や外出自粛要
請など行動制限がしかれ，私たちの生活環境は一変
した。その結果，運動不足や精神的に不安定な状態
などの二次的な健康被害が問題視されている。 
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身体活動量の変化に関する先行研究では，都市封
鎖を行った国や地域では 1日あたりの平均歩数が大
幅に減少し，日本でも一度目の緊急事態宣言発出
（2020年 4月 7日）前後で，平均歩数が 16.1％減少
したと報告されている 1)。これまでに，アンケート
調査による研究や 2, 3, 4, 5)，スマートフォンの歩数計
や身体活動量計を用いて測定した研究においても 2, 

6) ，コロナ禍の身体活動量は低下したと報告され
ている。また，運動頻度の減少も数多く報告されて
いる 3, 5, 7)。さらに，子ども・大人・高齢者など年齢
を問わず，緊急事態宣言前と比較して「運動不足」
だと自覚する人が増えている 8, 9, 10)。 
身体活動量が低下することで人は運動不足になり，

その状態が続くと，様々な疾病を発症する可能性が
高くなると報告されている 11)。そもそも日本人の場
合，15 歳以上の 60%程度が不活動者であるとされ，
運動不足であると指摘されている 12)。さらに，その
なかでも大学生を含む 20 代の女性は，全世代の中
で最も運動習慣者の割合が少ないことが指摘されて
おり 13)，コロナ禍によってさらに低下していく可能
性も否定できない。 
新体力テストは文部科学省が国民の体力・運動能

力の現状を明らかにする目的で実施しており，コロ
ナが蔓延する以前に実施された運動習慣や身体活動
量と新体力テストに関連する研究では，運動習慣の
有無によって新体力テストの結果に有意な差が生じ
ることが明らかとなっている 14, 15, 16, 17, 18)。運動不足
を自覚する人が多いコロナ下において実施する新体
力テストの結果にはその影響が表れるのではないか
と考えられる。多くの大学では毎年，体育（スポー
ツ関連科目）の授業において新体力テストを実施し
ている。新体力テスト結果を用いてコロナ前とコロ
ナ下を比較した研究は未だ少なく，女子大学生を対
象としたものも多くない 9, 19)。 
本研究では，コロナ禍にある女子大学生を対象と

して実施した新体力テストの結果について，運動習
慣との関連を明らかにすることを目的とする。まず，
2021 年度に実施した新体力テスト結果を分析する
ことで，コロナ下の女子大学生の体力の状況を確認
する。さらに，コロナ下およびコロナ前の運動習慣
に関するアンケート調査を実施する。2 つの結果を
照らし合わせることで，運動習慣と新体力テストの
結果の関連について分析していく。前述のとおり，
                                                                 
1 本学では，2021 年 4 月 25 日に東京都に発令された三度目の緊急事態宣言に伴い対面授業から遠隔授業に切り替え，2021 年 6
月1日から対面授業を再開した。火曜日の授業を履修している学生は，4月20日に大学が休講だったため，6月1日に実施した。 

コロナ禍により身体活動量の低下や運動頻度の減少
傾向が指摘されている中，新体力テストの結果にそ
れがどのような影響を及ぼすのかを確認する。 

【方法】 

１． 対象者および分類 
 本研究は，本学の 1年次必修授業である「身体運
動Ⅰa」を履修している学生（1,593 名）を対象とした。
研究の主旨を説明し，参加協力承諾が得られ，新体力
テストの結果がすべてそろっていて，かつアンケート
にすべて回答している 1,051名を分析対象とした。 
アンケート結果からコロナ下の運動習慣の有無に

よって，週 1・2回以上 1回あたり 30分以上の「運
動習慣あり（CE：Current exercise habits）群」，週
1・2 回未満 1 回あたり 30 分未満の「運動習慣なし
（NonCE）群」の 2群に分類した。さらに，コロナ
前の運動習慣の有無によって，それぞれを 2群に分
類し，合わせて 4 群とした。CE 群のうち，コロナ
前の運動習慣が週 1・2回以上 1回あたり 30分以上
の「コロナ前の運動習慣あり現在の運動習慣あり
（PE-CE：Past exercise habits – Current exercise 
habits）群（n=346）」，コロナ前の運動習慣が週
1・2 回未満 1 回あたり 30 分未満の「コロナ前の運
動習慣なし現在の運動習慣あり（NonPE-CE）群
（n=33）」，NonCE 群のうち，コロナ前の運動習慣
が週 1・2回以上 1回あたり 30分以上の「コロナ前
の運動習慣あり現在の運動習慣なし（PE-NonCE）
群（n=44）」，コロナ前の運動習慣が週 1・2 回未満
1回あたり 30分未満の「コロナ前の運動習慣なし現
在の運動習慣なし（NonPE-NonCE）群（n=200）」
とした（図 1参照）。 
 なお，データに不備のあるものは，あらかじめ除
外した。また運動習慣の有無によって群に分類する
段階では，運動頻度と運動時間のどちらが影響する
かが不明であるため，今回の研究では，「週に 1, 2 回
以上」かつ「1回あたり30分以上」を満たす，もしく
は「週に 1, 2回未満」かつ「1回あたり 30分未満」を
満たすもののみを採用し，それ以外は除外した。 
２． 調査内容および期間 
 １）新体力テスト 
 2021 年度前期に開講されている「身体運動Ⅰa」
の第 2回授業中に，新体力テストを実施した（実施
日：2021 年 4 月 19・21・22・23 日，6 月 1 日1）。 
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文部科学省の新体力テスト（https://www.mext.go.jp/    
a_menu/sports/stamina/03040901.htm）のうち，握力，
上体起こし，長座体前屈，反復横跳び，立ち幅跳び
の 5種目の測定を行った。例年行っている 20mシャ
トルランはマスク着用の状態で行うこと（COVID-
19 感染対策）は学生の安全確保の観点から危険で
あると判断したため，実施しないこととした。 
 ２）アンケート調査 
 アンケートは Microsoft Formsを用いて 2021年 8
月 12日～20日に実施した。本研究では，全 43の質
問項目のうち 5つを分析対象とする。質問項目は，
コロナ前（2020年 3月 1日以前）の運動習慣とコロ
ナ下（2020 年 3 月 1 日～2021 年 8 月）の運動習慣
についてであった。内容は図 2に示す。 
 

 
図２ アンケート調査の質問項目 

 
３）分析方法 
本学全体の新体力テストの結果は平均値と標準偏

差を算出した。アンケートに関しては，それぞれの
回答の割合を算出し，コロナ前とコロナ下を比較し
た。アンケート結果から運動習慣の有無によって 2
群（CE 群，NonCE 群）に分類し新体力テストの各
種目の平均値を比較する際には，対応のない t 検定
を行った。有意水準は 5％（両側検定）とした。さ
らに，コロナ前の運動習慣の有無によってそれぞれ

2つに分類（PEと NonPE）し，合わせて 4群（PE-
CE 群，NonPE-CE 群，PE-NonCE 群，NonPE-
NonCE群）とした。4群での新体力テスト各種目の
平均値の比較は，対応のない一元配置分散分析によ
り有意性を確認したのち，多重比較にはボンフェ
ローニ法を用いた。 

【結果】 

１. 新体力テスト結果 
 本学学生の新体力テストの結果を表 1 に示す。
2020 年度の 18 歳女子の全国平均の結果は，コロナ
の影響で標本数が例年に比べ少ないため，一昨年の
2019 年の 18 歳女子の全国平均 20)と比較した。本学
は女子の全国平均と比較して，すべての種目で低い
結果となった。過去に実施してきた新体力テストの
結果も全国平均と比較して低い結果となっていた
（unpublished data）。本学は身体運動が必修授業で
あり，運動の得意不得意にかかわらずすべての学生
が履修していること，運動部の推薦入試などで入学
する学生がいないことなどが要因の一つとして考え
られる。 
 

表１ 2021年度本学新体力テスト結果と 

2019年度 18歳全国平均 

 
 
２. アンケート結果 
 実施したアンケートのうち，コロナ前とコロナ下
の運動頻度と実施時間に関する設問の回答結果の割
合を図 3に示す。運動頻度・運動実施時間ともに，
コロナ前と比較してコロナ下では減少していること
が明らかになった。また，コロナ前と比較して「運
動不足になった」という問いに対して，「はい・変
わらない・いいえ」の 3択で回答してもらった。そ
の結果，61％の学生が「はい」と回答しており，
運動不足を実感している学生が多いことが明らかに
なった（図 4）。 
３. 運動習慣あり群と運動習慣なし群の比較 
 アンケート結果から分類したコロナ下で運動習慣
のある CE群（n=424）と運動習慣のないNonCE群 
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図３ 運動頻度・運動実施時間に関するアンケート結果 

 

 
図４ コロナ前と比較した運動不足に関するアンケート結果 

 
（n=282）の新体力テストを比較した結果を図 5 に
示す。握力以外のすべての種目（上体起こし・長座
体前屈・反復横跳び・立ち幅跳び）において，CE
群は NonCE 群と比較して有意に高い結果となった。
握力においても，CE群の方がNonCE群に比べて高
い結果となった。 
さらに，コロナ前の運動習慣の有無によって，そ

れぞれを 2群に分類し，PE-CE群，NonPE-CE群，
PE-NonCE群，NonPE-NonCE群の 4群とした。4群
間で新体力テストの結果を比較すると図 6のような
結果となった。 
 握力は，PE-CE群がNonPE-NonCE群と比較して
有意に高い結果となった。有意差こそないものの，
CE群の方がNonCE群に比べて高い結果となった。 
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図５ CE群と NonCE群の新体力テストの結果比較 

 
PE-CE 群と PE-NonCE 群の結果が他 2 群と比較し
て高いことから，握力は過去の運動習慣の影響を受
けている可能性がある。 
上体起こしは，CE群とNonCE群を比較して有意

差があり，PE-CE群とNonPE-NonCE群を比較して
も PE-CE 群が有意に高い結果となった。また，過
去の運動習慣の有無を比較した場合（PE-CE 群 vs 
NonPE-CE群，PE-NonCE群vs NonPE-NonCE群），
過去の運動習慣がある方が有意に高い結果となった。
このことから，上体起こしには過去の運動習慣の有
無が大きく結果に影響すると考えられる。 
長座体前屈は，CE群とNonCE群を比較して有意

差があり，PE-CE群とNonPE-NonCE群を比較して
も PE-CE 群が有意に高い結果となった。さらに，
PE-CE 群と NonPE-CE 群を比較して有意差が見ら
れたが，PE-NonCE 群と NonPE-NonCE群の間には
有意差がなかった。PE-CE 群が優位に高いことか
ら，運動習慣と柔軟性には関連があること考えられ
る。さらに，どの群においても標準偏差が大きかっ
たことから，柔軟性は個人差が大きいことが明らか
となった。 
 反復横跳びは，CE群とNonCE群を比較して有意
差があり，PE-CE群とNonPE-NonCE群を比較して
も PE-CE群が有意に高い結果となった。有意差こ 
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図６ 4群間での新体力テスト結果の比較 

 
そないものの，NonPE-NonCE 群が他の 3 群に比べ
て低い結果となり，反復横跳びに関わる敏捷性は過
去も現在も運動習慣がない場合には低値を示すと考
えられる。さらに，NonPE-CE 群，PE-NonCE 群の
結果が高かったことから，運動習慣が容易に反映さ
れる項目ではないかと予想される。 
立ち幅跳びは，CE群とNonCE群を比較して有意

差があり，PE-CE群とNonPE-NonCE群を比較して
も PE-CE 群が有意に高い結果となった。有意差こ
そないものの，PE-CE群が他の 3群に比べて高い結

果となり，立ち幅跳びに関わる瞬発力は運動習慣を
長期間継続することで向上するのではないかと考え
られる。また，NonPE-CE 群，PE-NonCE 群，
NonPE-NonCE 群の結果があまり変わらなかったこ
とから運動習慣の改善が容易には結果に反映されな
い可能性がある。 

【考察】 

 本研究では，コロナ禍の女子大学生を対象として
実施した新体力テストの結果について，運動習慣と



日本女子大学紀要 家政学部 第 69号  Jpn. Women’s Univ. J. Vol.69（2022） 

― 128 ― 

の関連を明らかにすることを目的とし，新体力テス
トおよびアンケート調査の結果を使用して検討を
行った。その結果，握力以外のすべての種目（上体
起こし・長座体前屈・反復横跳び・立ち幅跳び）に
おいて，コロナ下で運動習慣のある群が運動習慣の
ない群と比較して有意に高い結果となった。握力に
おいても，運動習慣のある群の方が運動習慣のない
群に比べて高い結果となった。これは，コロナが蔓
延する以前に実施された運動習慣や身体活動量と新
体力テストに関連する研究結果と同様の傾向である
14, 15, 16, 17, 18)。コロナ下において全体的に運動不足を
感じている学生が多い中でも，運動習慣の有無が新
体力テストの結果に有意な差を生じさせることが明
らかとなった。 
先行研究において，コロナ禍の女子大学生を対象

として行われた新体力テストに関する研究ではいず
れも例年と比較して体力の低下が確認できず，コロ
ナ下の影響がなかったと報告されている 9, 19)。他方
で，本研究では，一昨年度の全国平均に対してすべ
ての種目で結果が低い値となった。握力と長座体前
屈を除いた種目では，運動不足を自覚している人ほ
ど新体力テストの結果が低い傾向がある 21)ことから
考えると，アンケートの回答により 60％以上の学
生がコロナ下に運動不足と自覚している本学の学生
では，今年度の新体力テストの結果はコロナの影響
を受けて全体的に低下したものと示唆された。  

【おわりに】 

今回の新体力テストの結果と運動習慣の有無の検
討により，コロナ禍の影響を受け，体力・運動能力
が全体的に低下していることが示された。 
新体力テストの結果がコロナ禍の影響を受けてい

るかについて議論するためには，コロナ前の新体力
テストの結果と比較する必要があるが，今回対象と
した 1年生は，コロナ前には高校生であったため，
本学には同対象者のコロナ前の新体力テスト結果は
存在せず，今回はアンケートを実施した。本アン
ケートでは過去と現在の運動習慣や運動頻度を確認
したが，運動習慣や運動頻度の変化は必ずしもコロ
ナに起因するものだけではないため，コロナ禍の影
響をすべて理解するには限界があった。今後 2021
年 11月や 2022年度に実施する予定の新体力テスト
の結果と比較することでより詳細にコロナ禍の影響
について分析し，縦断的研究を進めていきたい。 

今回，新体力テストの種目のうち 5つを実施した
が，コロナ感染予防対策のために全身持久力の指標
となる 20m シャトルランを実施することができな
かった。身体活動量と 20m シャトルランの結果に
は正の相関があると報告されており 18)，コロナ下に
おいて身体活動量が低下している 2, 3, 4, 5, 6)というこ
とから，全身持久力の結果には何らかの影響が見ら
れる可能性がある。今後，全身持久力に関するコロ
ナの影響や関連についても明らかにするため，計測
方法の検討を進めていきたい。 
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